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第 5回精華町障害者基本計画策定委員会 記録 

 

日時 平成 31年 3月 25日（月）午後 1時 30分～ 

場所 精華町役場 6階審議会室 

出席者 樽井会長、坂東副会長、岩井委員、遠藤委員、大平委員、尾﨑（万）委員、北尾委員、

杉山委員、髙橋委員、藤村（修）委員、細見委員、山内委員、吉村委員 

次第 1 開会 

2 議事 

(1) パブリック・コメントの結果について 

(2) 「精華町第 2次障害者基本計画【改定版】」の案について 

(3) 答申の案について 

3 閉会 

  

1 開会 

 18 名の委員について 13 名が出席されており、条例（精華町障害者基本計画策定委員会設置

条例）に基づき、会議の成立を確認した。 

 「精華町審議会等の会議の公開に関する指針」に基づき、会議公開、委員名を示して記録を

作成公表することについて、了承された。 

 

2 協議 

 資料 1～4について事務局より説明があった。 

 計画の誤字、脱字について 

会長 資料 2 の「近年の法制度に係る動向」の「障害者基本法の改正」に「全ての国

民があってもなくても」とあるが、「全ての国民が障害があってもなくても」で

はないか。全体を通して、チェックをお願いしたい。 

  

答申案の表現について 

吉村委員 資料 4 の答申案に「２．障害のある人への切れ目のない支援が保たれるよう、

新たな連携の開拓等を進めて、ノーマルな地域社会の営みの中で」とあるが、「ノ

ーマルな地域社会」は少し気になる表現なので、変更できればお願いしたい。 

会長 ノーマライゼーションを踏まえて「ノーマル」と付け加えていると考えられる

が、どのような意図で「ノーマル」と付けたのかを事務局より説明をお願いし

たい。 

事務局 誰もが、当たり前のように暮らせるという意味で「ノーマル」と付け加えた。 

副会長 特別な人が特別な場所で特別なことをするということでなく、当たり前に地域

生活を送るという意味であるならば、あえて「ノーマル」を付ける必要はない

のではないか。 

事務局 「ノーマル」を外し、「毎日の」「日々の」に修正することは可能である。 

会長 副会長の意見のように、取ってしまって、「地域社会の営みの中で」にしてはど

うか。 

事務局 「ノーマル」の捉え方が難しいのであれば、取ってしまう方が誤解や違和感を

与えないと考えている。 

吉村委員 私も「ノーマル」は省いてもよいと考えている。 

北尾委員 短い文章の中に「障害のある人」が 2 箇所あるが、文章を見直すのであれば、

こちらも工夫してはどうか。 

会長 この文章自体がノーマライゼーションを言い表しているので、「ノーマル」は外
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してよいと考えている。 

また、「障害のある人」について、2番目は外してもよいのではないか。 

事務局 「ノーマル」は外すこととし、2番目の「障害のある人」は「多様な」に変更し

て、「地域社会の営みの中に、多様な「生活の場」「余暇活動の場」「働く場」の

確保に努めること。」にすればよいのではないか。 

会長 内容はこのままで変更せずに、「ノーマル」や「障害のある人」は外すというこ

とで、事務局一任でよろしいか。 

 （一同了承） 

会長 その他、ご意見があれば発言をお願いしたい。 

もしなければ、計画書は会長および副会長の最終一任とさせていただく。この

案を大きく変更することはせず、事務局に若干の微調整をしていただき、最終

案として町長に答申を提出させていただく。 

事務局 限られた時間の中、ご議論いただきありがとうございました。 

答申については地域福祉計画との関係もあるので、訂正した後に精華町長に答

申案をお渡しする。 

併せて、計画案も一緒にお渡しするが、庁舎内の内部協議を経た後、ルビを振

ることとなる。概要版については内容を示してはいるが、デザイン面での修正

を予定している。会長、副会長、事務局に一任させていただく中で調整させて

いただく。もし意見を求める機会があれば、各委員の皆様にお伺いするので、

よろしくお願いしたい。 

当初より 1 回多い全 5 回の策定委員会にご足労いただき、ありがとうございま

した。以上で精華町障害者基本計画策定委員会を終了させていただきます。あ

りがとうございました。 

 

策定委員会終了後、第 3次精華町地域福祉計画と併せて、町長への答申を行った。 

 

 


